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自然から学ぶこと感じること


　6月1日、ハマヒルガオの苗2,500株を平塚学園高校の生徒（表紙写真）や小・中学生らが、ビーチパーク東側の砂浜に移植しました。市観光協会が進めている「市民の手でハマヒルガオを再生するプロジェクト」の一環です。市観光協会や太洋中学校の生徒らが育てた苗が、来年の5月中～下旬には淡いピンク色の花を咲かせます。

　6月は「環境月間」です。市内では、環境に配慮したさまざまな取り組みが進められています。身近な環境について考えてみませんか。




詳しくは次ページへ






[image: 6月は環境月間身近な環境を考えよう]


　市内では家庭や団体などで、地球環境を守るための行動が広がっています。環境教室への参加や節電への取り組み、環境配慮機器の導入など、この夏、身近にできることから取り組んでみませんか。

問：環境政策課　電話：0463-21-9762




[image: 親子で気軽に環境教室「地球っ子ひろば」の活動]


きっかけは子ども

　四之宮の県環境科学センターなどで活動する、子どもと親の環境教室「地球っ子ひろば」。代表の齋藤（さいとう）美代子さん（次写真）は「環境問題に興味を持ったきっかけは、子どもの誕生でした」と語ります。齋藤さんは、子どもが生まれたのと同時に、食への不安を抱いたそうです。「子どもには、安全・安心な食べ物で、健康に育ってもらいたいと思いました」と振り返ります。

　平成9年、市が環境論文を募集しました。そこで、頭の片隅にあった環境への思いを書いて応募したそうです。その後、市環境懇話会や、さまざまな勉強会にも参加するようになり、見識を広めていきました。

　県環境科学センターで開かれた環境学習リーダー養成講座も受講したそうです。「講座では、第一線で活躍する講師の方々から環境問題に関するさまざまなお話を聞くことができました」。

　齋藤さんは講座を受けて、学んだことを何らかの形で、伝えなければならないと考えたそうです。その中で、大切に感じたのが、子どもへの環境教育でした。

　齋藤さんは平成14年に、講座を受けたグループの有志4人で、環境教室を始めました。「子どもに何かを伝え理解してもらうためには時間が掛かります。でも、小さな積み重ねがいつか必ず大きな力になるはず、と自分に言い聞かせて実行しました」と話します。

[image: 齋藤（さいとう）美代子さん]


工作で環境を考える

　「子どもは工作が大好きです」と、齋藤さんは話します。環境に関する本の読み聞かせから始まった教室も、子どもたちが楽しみながら参加できるようにさまざまな工夫を重ねました。

　教室では、使用済みの天ぷら油を使った、ろうそく（次写真）作りなどにも取り組んでいます。ただ単にろうそくを作るのではなく、電気エネルギーの問題や、どうすれば環境を汚さずに処理できるのか、一人一人に考えてもらったそうです。

　また子どもたちから、畑で何かを作りたいという提案があり、サツマイモ作りをしたこともあったそうです。「サツマイモのつるで、クリスマスリースを作りました。完成したリースで、エコなクリスマス会を開きました。そこには、天ぷら油で作ったろうそくのキャンドルも飾りましたよ」と満面の笑みで話します。

[image: ろうそく]


親子がキーワード

　当初は、子ども向けの環境教室だった「地球っ子ひろば」。しかし、参加する子どもの親の多くも環境問題に興味を持っていることが分かりました。環境教室の内容が大人にも対応できたため、子どもだけではなく幅広い世代を対象にするようになっていきました。「子どもたちのために始めた教室ですが、環境について考えることはどの世代にとっても重要です。親子で参加することで、家族全員で実践してもらえます」と説明します。

　「夏休みには、子どもたちも自宅にいることが多くなると思います。親子で目標を立てて、節電にチャレンジしたり、自然と触れ合ったりするのにいい機会ですね。環境について考えるきっかけにしてはいかがでしょうか」と、齋藤さんはアドバイスします。


体験して学ぼう

　県環境科学センターで6月8日、地球っ子ひろばによる環境教室「透視度計を作って川の水を調べよう！」が開かれ、小学生7人が参加しました。親子連れの姿も見られ、和やかな雰囲気の中、渋田川や鈴川などの水の透視度を調べました（次写真）。参加した小学生から「川の水が思った以上にきれい」「透視度計作りが楽しかった」といった感想が聞かれました。

[image: 透視度計を作って川の水を調べよう！]




出前講座　環境教室などの講師無料で派遣します。

　地球っ子ひろばなど、市内で環境活動をする個人や団体などが集まった「ひらつか環境ファンクラブ」から、地球温暖化に関する知識や活動経験が豊富な講師を無料で派遣します。地球温暖化などについて学びたいという方にお薦めです。講座は選択できます。

　平成26年3月31日まで。原則として、市内在住・在勤・在学のおおむね10人以上で構成された団体。人数制限などの条件あり。講座内容や応募条件などの詳細は、市のウェブなどでご覧いただけます。

募：環境政策課　電話：0463-21-9762や、市ウェブなどにある申込書を郵送・ファクスまたは直接、同課へ。




[image: 家庭の電気を見直そう！]

　ご家庭で手軽に始められる節電にチャレンジしてみませんか。例えば、照明器具をLEDにしたり、テレビやパソコンの電源を小まめに切ったりするなど、ちょっとした工夫で節電できます。

　また、東京電力の「電気ご使用量のお知らせ」には、毎月の電気の使用量に加えて、昨年同月の使用量も記載されています（丸で囲んだ部分）。

　昨年に比べてどの程度、節電できるか、夏休みを利用してお子さんと一緒に挑戦してみてはいかがでしょうか。

[image: 電気ご使用量のお知らせ]




無理のない節電を

今年の夏は、節電の効果などにより、電気を安定して供給できる見通しです。引き続き、無理のない範囲でご協力ください。また、東京電力のインターネットサービス「でんき家計簿」では、毎月の電気料金や、各料金メニューに変更した場合の試算ができます。電気料金や契約などの詳細は、東京電力のウェブなどでご確認ください。

問：東京電力　電話：0120-993-052（休・祝日を除く月～土曜日、午前9時～午後5時）





[image: みどりのカーテンで、暑い夏もエコに快適に過ごそう]


2年連続で最優秀賞

　平成23年度と24年度に、市が開催したみどりのカーテンコンテストで、2年連続「最優秀賞」を受賞した中原の小山昇さん（次写真）。まるで生け垣を思わせるような豊かな茂り具合が、審査員から高く評価されました。小山さんは64歳で定年退職した後、自宅前の家庭菜園で野菜作りを10年近く続けてきました。

　みどりのカーテンコンテストに応募したのは、家庭菜園でゴーヤを作っていたことがきっかけだったそうです。「自宅の東側は夏場、直射日光が当たり部屋の中がとても暑くなります。何かで日光を遮らなければいけないと、常々考えていました」と、当時を振り返ります。初めてコンテストに応募した平成23年度に最優秀賞を受賞し、みどりのカーテンを作る面白さに目覚めたそうです。

　今年も5月上旬、自宅東側の壁際にある花壇にゴーヤの苗を13株植えました。その後、つるが1メートルほど成長したのを見計らい、つるをはわせるための支柱立てとネット張りを家族総出で行ったそうです。

[image: 小山昇さん]


[image: 昨年のみどりのカーテン]

昨年のみどりのカーテン


ゴーヤがつながりを

　みどりのカーテンには毎年、ゴーヤが食べきれないほど実るそうです。「近所などへも配っていますよ。ゴーヤが地域のコミュニケーションの道具にもなっています」と笑う小山さん。「年を追うごとに、単に暑さをしのぎたいという気持ちだけではなく、より良いゴーヤを作ろうという気持ちも強くなってきました」。

　昨年は6月中旬の台風で、成長途中のゴーヤが傷んでしまい、苗の植え替えを余儀なくされたそうです。小山さんは「ゴーヤを育てるポイントの一つが水やりです」と解説します。特に、昨年のような猛暑だと、水やりをしてもすぐに土が乾いてしまいます。「植物も生き物と同じ。ちょっとサボったり、手を抜いたりすると、結果として良いものは作れません。朝晩、小まめに水やりをすることが大切です」と話します。


こだわりを持って

　小山さんは、生ごみの堆肥化を進める市民活動もしています。そのため、家庭菜園やみどりのカーテンなどに使う土作りにも、こだわりを持っています。「人が口にするものは、安全・安心なものであってほしい。生ごみからの堆肥作りも、その考え方の延長線上にあります」と話します。みどりのカーテンのために、昨年9月から、土作りを始めたそうです。

　「ゴーヤは、プランターでも十分育つ作物です。夏を迎え、天高く伸びていくつるの成長を見るのが、日々の喜びです」と、小山さんは楽しそうに話します。
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みどりのカーテンコンテストの参加者を募集

　4月以降に撮影した3～5枚のL版写真（写真の裏面に住所・氏名）。1枚はみどりのカーテン全体が写っている写真。収穫や世話をしている様子の写真でも可。

募：本庁舎4階の環境政策課　電話：0463-21-9762などにある応募用紙とA4の用紙に貼った写真を郵送または直接、8月30日（金）までに同課へ。




庁舎の温度上昇抑制プロジェクト　「クール・ビル作戦」の効果は

　昨年8月に市役所に設置したみどりのカーテンの内側と外側の温度差を調べたところ、内側が外側より平均2.1度低い結果が出ました。エアコンの設定温度を2度上げるだけで、消費電力を約10パーセント下げる効果があるとも言われ、省エネルギーにつながります。

今年も植えました。

　市は5月23日、本庁舎3・4階の西側部分にプランターを設置し、ゴーヤとヘチマの苗を植えました。約1カ月で、1～2メートル近くまで成長します。

[image: クール・ビル作戦]




環境関連の補助金を活用しよう

　家庭などに環境機器を設置・導入する際、その費用の一部を補助します。すでに、設置・購入したものや工事に着手しているものは対象になりません。ただし、機器が設置済みの建売住宅は、購入前に限り対象となります。予算額に達した時点で終了します。

　申請方法などの詳細はお問い合わせください。

①太陽光発電

　住宅の屋根などに設置する太陽光発電システムで、電力会社と電力受給契約を締結すること。指定のシステムに限る。最大出力が10キロワット未満。太陽光発電システム1基につき3万円。

②家庭用燃料電池エネファーム

　住宅で、ガスなどから取り出した水素を利用して発電し、その排熱を給湯システムで利用するもの。指定のシステムに限る。エネファーム1基につき4万円。

③電気自動車・電動バイク

　電気自動車はリチウムイオン電池搭載で、急速充電の利用が可能なもの。電動バイクは型式認定を受けた2輪の原動機付自転車。1人1台まで。電気自動車は5万円、電動バイクは1万円。

④家庭用電動生ごみ処理機

　微生物を利用して、電動で生ごみを分解・消滅・堆肥化する処理機や、熱で生ごみを乾燥・減容化する処理機。本体購入価格の2分の1以内。限度額は3万円。

問：①～③は環境政策課　電話：0463-21-9762④は循環型社会推進課　電話：0463-23-1111内線2238




ピンク色のじゅうたんを目指して

　初夏の風物詩・ハマヒルガオが5月下旬、平塚海岸で見頃を迎えました（次写真）。かつては、平塚海岸にハマヒルガオが群生して咲き、ピンク色のじゅうたんのように見えたこともありました。しかし、現在は砂浜の浸食や人の踏み付けなどにより、その数が減っています。

　このため、表紙で紹介したように平成22年から、市観光協会がハマヒルガオの保護と増殖のための活動に取り組んでいます。

[image: 平塚海岸]



応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、6月24日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集




救急協力事業所

　自動体外式除細動器（AED）を設置し、従業員に応急手当の普及啓発を進めている事業所を「平塚市救急協力事業所」として登録しています。これにより、安心・安全な環境づくりを進めます。

　対象は、市内にある①会社・工場など複数の従業員が勤務する事業所②店舗・ホテル・スポーツ施設など不特定多数の方が利用する事業所。

　登録基準はⓐAEDを1台以上設置し適正に維持管理しているⓑ従業員の20パーセント以上が普通救命講習などを受講しているⓒ従業員が3年以内に普通救命講習などを再受講できる、など。

募：6月21日（金）～7月5日（金）に、消防救急課　電話：0463-21-9729へ。



応急手当普及員の講習会

　受講者は、企業や学校などで従業員や生徒に対して、心肺蘇生法などを教える「普通救命講習」を開くことができます。勤労会館。先着順。

①応急手当普及員講習会

　普通救命講習の指導要領を学びます。

　7月10日（水）・11日（木）・12日（金）、全3回、午前9時～午後5時。普通救命講習を受講したことがある、市内在住・在勤の方、または市内の防災組織などに所属している方30人。4800円。

②応急手当普及員再講習会

　普通救命講習の指導要領を再確認します。

　7月9日（火）午前9時～正午。応急手当普及員の資格を取得した日から、3年程度経過する方20人。テキストはお持ちください。

募：6月21日（金）から、消防救急課　電話：0463-21-9729へ。



個人情報保護運営審議会の委員

　個人情報保護制度の運営に関する重要事項を審議します。

　1人（選考）。任期は9月1日（日）から2年間。次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住②9月1日時点で、高校生を除く18～75歳③平日の日中に年4～6回開く会議に出席できる④市のほかの審議会などの委員になっていない、など。

募：本庁舎1階案内窓口や公民館、市ウェブなどにある応募用紙を、郵送・ファクスまたは直接、7月19日（金）までに本庁舎1階の市民情報・相談課　電話：0463-21-8764　FAX：21-9609へ。



親子で自動車工場を見学

　日産の商用車など、「働くクルマ」を主に生産している工場で、自動車が組み立てられる様子を見学しませんか。

　7月22日（月）・23日（火）・24日（水）・26日（金）・29日（月）・30日（火）、8月1日（木）・2日（金）。午前9時45分～11時45分・午後3時～5時。全16回。日産車体第2地区（堤町2-11）。小学生とその保護者、各90人（先着順・未就学児の同伴や小学生だけの参加はできません）。飲み物・タオル。サンダル履きやノースリーブなどの服装では見学できません。

募：日産車体　電話：0463-21-9720のウェブで受け付けます。


[image: 自動車工場を見学]

ロボットが車を組み立てる様子などを見学


子ども大学ひらつか　大学で学ぶ英会話入門講座

　英語を母語とする講師と楽しく学ぶ講座です。

　8月1日（木）・2日（金）の全2回、午前9時30分～午後2時。神奈川大学湘南ひらつかキャンパス（土屋2946）。市内在住・在学の小学校5・6年生で2日間とも参加できる方30人（抽選）。送迎は保護者同伴で。

募：学校名・学年・必要事項・性別・保護者氏名を、はがき・ファクス・メールで、7月10 日（水）までに〒254-8686豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8123　FAX：34-5522 メール：k-shakai@へ。



放課後児童クラブの指導員

　日中、保護者が仕事などで家庭にいない、小学校低学年らを対象にした放課後児童クラブ（学童保育）で指導員を募集しています。募集しているクラブなどの詳細は、お問い合わせください。

募：青少年課　電話：0463-32-7029



美術館ワークショップ　水墨でマンガにチャレンジ

　三瀬夏之介展を見学した後に、江戸時代の模本（絵の手本）と現代のマンガを組み合わせた作品を作ります。伝統的な水墨画と現代の表現の共通性を学びませんか。

　7月21日（日）午後1時30分～4時30分。中学生以上の方20人（抽選）。400円。

募：講座名・実施日・必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、7月4日（木）までに美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：art-muse@へ。メールはタイトルを「ワークショップ応募」に。



子ども竹細工教室

　竹を使った籠（かご）作りに挑戦します。

　7月27日（土）午前10時～正午。青少年会館。小学校4～6年生20人（抽選）。500円。汚れてもよい服装で。

募：教室名・必要事項・学年を、はがき・ファクス・メールまたは直接、7月14日（日）までに〒254-0041浅間町12-41青少年会館内の青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



市民を広島に派遣

　8月6日（火）に開催する平和記念式典に参加します。

　8月5日（月）～7日（水）の2泊3日。7月13日（土）に事前打ち合わせ会、8月20日（火）に事後まとめ会を開きます。事前打ち合わせ会から事後まとめ会まで、全ての日程に参加できる、市内在住の小学校4年生～中学生とその保護者8組20人（抽選）。

　①4人1組（児童・生徒2人とその保護者2人）を2組②2人1組を6組。①は2家族で4人1組でも可。①は6万6000円②は3万3000円。

　旅行業者は日本旅行藤沢支店（観光庁長官登録旅行業第2号・藤沢市鵠沼石上1-5-4三井生命藤沢ビル4階）。

募：本庁舎3階の行政総務課　電話：0463-21-9754　FAX：23-9467　メール：somu@などにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、7月1日（月）までに同課へ。



夏休みこども環境教室

　市内在住・在学の小・中学生とその保護者。

①里山編　7月20日（土）午前10時～午後3時。荒天の場合は21日（日）に延期。里山体験フィールド（土屋1076付近）。里山体験・昆虫探しなど。

②海編　7月25日（木）午前8時30分～正午。荒天中止。50人（先着順）。漁船からの相模湾観察など。

募：教室名・保護者氏名・子どもの必要事項・年齢を、はがき・ファクス・メールで、①は7月12日（金）までに環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603 メール：kankyo-s@へ。



ちびっこ囲碁入門教室

　夏休みに囲碁を始めよう。

　午前9時30分～11時30分。全5回。市民センター。囲碁を覚えたい小・中学生、各40人（先着順）。各コースの内容は同じです。

Ａコース　7月23日～8月20日の火・木曜日。

Ｂコース　7月24日～8月21日の水・木曜日。

募：必要事項・学年・コース名を、はがきで、〒254-0045見附町15-1文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



ワークショップ　おもしろ第九講座

　ベートーベン交響曲第九番を合唱するときの音取り練習や発声練習など、初心者が気軽に参加できる入門講座です。

　7月23日～8月27日の火・金・土曜日、全10回、午前9時30分～11時30分。市民センター。小学生以上の方50人（先着順）。1000円、高校生以下500円。楽譜を持っていない方は別途500円。

募：6月21日（金）午前10時から、文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



生け垣の設置費用を補助

　生け垣を検討している方は、設置前にご相談ください。

　支給額は1メートルにつき3000円。限度額10万円。

募：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852






[image: ファミリーショー]

　今年も、子どもに大人気のキャラクターが七夕まつりにやってきます。ご家族で遊びに行きませんか。

　7月7日（日）、午前11時と午後2時。市民センター。各回1,300人。入場引換券は6月25日（火）から、本庁舎1階案内窓口や公民館、駅前市民窓口センター、市民センターで配ります（先着順）。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107

[image: キョウリュウジャー]

Ⓒ2013テレビ朝日・東映AG・東映


[image: プリキュア]

ⒸABC・東映アニメーション



[image: 店舗コンクールに参加を]

　個性的で魅力的な店舗づくりをしている優良店舗を審査・表彰します。

　次の条件を全て満たす店舗①市内で5月31日までに開業し、小売業・飲食業・サービス業を営んでいる（大手フランチャイズチェーンなどは除く）②資本金の額・出資が5,000万円以下、または従業員が小売業・飲食業は50人以下、サービス業は100人以下③過去3年間に、このコンクールで受賞していない（受賞後に改装した店舗は除く）など。

募：〒254-8686豊原町2-14豊原分庁舎2号館1階の商業観光課　電話：0463-35-8107 FAX：35-8125や市ウェブなどにある申込書を、郵送・ファクスまたは直接、7月5日（金）までに同課へ。平塚商工会議所（松風町2-10）や平塚市商店街連合会（紅谷町4-14）でも受け付けます。



[image: 湘南ひらつか寄席 11代桂文治襲名披露興行]



　桂一門の名跡「桂文治」を襲名した、11代の披露興行を、会場で楽しみませんか。

　出演は桂文治（次写真上）・桂歌丸（次写真中央）・春風亭昇太（次写真下）ら。9月15日（日）午後2時開演。市民センター。全席指定3,000円。未就学児は入場できません。

　チケットは6月23日（日）午前10時から、市民センターなどで販売します。電話予約は25日（火）午前8時30分から、文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課で受け付けます。

問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237



[image: 桂文治]

桂文治
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桂歌丸
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春風亭昇太





お知らせ


情報公開制度と個人情報保護制度の実施状況

　いずれも平成24年度の実施状況です。

情報公開制度　市が持っている行政情報を知っていただくための制度です。本庁舎1階市政情報コーナーで、行政資料が閲覧できます。

　行政文書の公開請求101件（公開51件、一部公開32件、拒否10件、その他8件）。

　公開決定に伴う不服申し立て1件。審議件数は1件で、諮問後の取り下げ1件。

　公開した審議会などの会議248回。

個人情報保護制度　個人情報の取り扱いから生じる個人の権利・利益の侵害を防止するための制度です。

　保有個人情報の開示などの請求40件（開示22件、一部開示10件、拒否5件、その他3件）。

　個人情報保護運営審議会への諮問5件（全て承認）。

　個人情報取扱事務の登録数、815件（3月31日現在）。

　職員、嘱託員採用試験の簡易開示請求7件。

　個人情報の漏えい事故など2件。

問：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764



自転車などの駐車場整備を支援します

　駅周辺の駐輪対策として、民間事業者が自転車やバイクの駐車場を整備する際に、整備費用の一部を補助します。

　詳しくはお問い合わせください。

対象者　自転車・バイクの収容台数が20台以上の駐車場（バイクは1.5台で換算）を、過去1年以内に整備した方、または新たに整備する方。

対象地域　見附町・錦町・明石町・紅谷町・宮の前・宝町・桃浜町・八重咲町・代官町。

補助金額　市の基準額または実際に掛かった建設費用の、いずれか低い方の2分の1。

問：交通政策課　電話：0463-21-9840



ツインシティの都市計画決定・変更原案の説明会

　平成24年4月に、ツインシティ大神地区まちづくり計画を策定しました。この計画に基づき、区域区分（市街化区域編入）・用途地域・都市計画道路・土地区画整理事業などの都市計画決定・変更の原案を作成しました。

　この原案を市民の皆さんへ説明します。

　6月28日（金）午後7時～9時、30日（日）午後2時～4時。大神公民館（大神2391-1）。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



産業活性化セミナー

　市内の事業者が、平塚で水揚げされたソウダガツオと長ネギの未利用部分を使った、ふりかけなどを開発しました。産業間連携の取り組み発表や意見交換などをします。

　6月24日（月）午後2時～3時30分。平塚ラスカ6階ラスカホール（宝町1-1）。市内の事業者ら50人（当日先着順）。

問：農水産課　電話：0463-21-2066



大野市民窓口センターを移転します

　大野公民館（東真土2-12-1）を建て替えます。同館内の大野市民窓口センターは、7月～平成27年3月に、真土小学校施設内（体育館東側のプレハブの西棟）に移転します。

問：市民課　電話：0463-21-8773



ビーチカーニバル

　平塚海岸の海開きは6月30日（日）です。午前10時から、式典やビーチスポーツの無料体験会などを開きます。　

　8月31日（土）までの期間中に、海水浴はもちろんビーチバレーやビーチフットボールの大会のほか、ヨットなどの体験イベントも開きます。イベントなどの詳細はお問い合わせください。

　また、湘南海岸公園の臨時有料駐車場を原則、土・日曜日に開設します。1回700円。

問：湘南ひらつかビーチセンター　電話：0463-23-4781



外国人住民の方にも住基カードを交付します

①住民基本台帳カード（住基カード）の交付

　本庁舎1階の市民課①番窓口。在留カードと、運転免許証または保険証など官公署が発行した資格証、証明用顔写真（縦4.5センチメートル×横3.5センチメートル）。500円。

②転入届の特例

　住基カードの交付を受けると、転出届を郵送で提出できるようになります。これにより、転入先自治体の窓口に1回出向くだけで、引っ越しの手続きが完了します。

問：①は市民課証明担当　電話：0463-21-8773②は市民課市民異動担当　電話：0463-21-8772






大雨の後の崖崩れや土石流に注意！！

　6月は「土砂災害防止月間」です。梅雨の時季は、長雨や集中豪雨によって、崖崩れや土石流などの土砂災害が発生する恐れが高まります。日頃から、家の周りの急傾斜地など危険な場所を確認して、安全対策に取り組みましょう。

　自宅周辺で異常を発見したり、危険を感じたりしたら、速やかに安全な場所に避難し、災害対策課へご連絡ください。

　気象庁から土砂災害警戒情報が発表された場合はツイッター、ほっとメールひらつか（メール配信サービス、要登録）のメール配信、湘南ケーブルネットワーク（SCN）のテロップの放送、テレビ神奈川（tvk）の自治体データ放送配信などにより警戒を呼び掛けます。テレビやラジオ、気象庁や神奈川県のウェブなどの気象情報についても小まめに確認しましょう。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734

[image: 土砂災害防止月間]





















健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


保育園の嘱託員


　①保育士A2人②保育士B1人③保育園給食調理・用務作業4人。

　勤務日数は週4～5日。行事などにより土曜日の勤務もあります。賃金は12万300円～16万4700円（予定）。採用予定は8月1日（木）以降。雇用期間は1年度以内で、継続する場合もあります。

　必要な資格や勤務内容などの詳細は、市ウェブをご覧ください。

募：本庁舎3階の職員課　電話：0463-21-8762や公民館、市ウェブなどにある受験申込書を、6月28日（金）までに、本人が直接、同課へ。





健康ウオーキング　潮風に吹かれて大磯の浜辺へ


　7月9日（火）午前9時15分～午後0時30分。午前9時集合。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は10日（水）に延期、10日も50パーセント以上の場合は中止。なでしこ公民館（撫子原12-54）集合・解散。約7キロメートル。飲み物・タオル・帽子。お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111





児童手当の現況届は6月中に提出してください


　6月は児童手当の受給資格を確認する現況届を提出する時期です。対象者には届け出用紙を送っています。同封の返信用封筒で、こども家庭課に提出してください。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9844





くすの木体操教室・講習会


　誰もが簡単に健康づくりができるようにと考えられたご当地体操です。音楽に合わせて繰り返し体を動かします。楽しみながら体力づくりと筋力を鍛えることができます。午後1時30分～3時。飲み物・ハンドタオル・バスタオル・室内用運動靴。

教室　7月10日（水）、中原公民館（御殿2-17-38）。

講習会　専門の講師が指導します。7月12日（金）、大神公民館（大神2391-1）。

問：健康課　電話：0463-55-2111





初めてつくる男の料理教室


　7月11日（木）・18日（木）、全2回、午前10時～午後1時30分。福祉会館。2回とも参加できる市内在住・在勤の65歳以上の男性16人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾。600円。

募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778





初心者手話講習会


　7月23日～8月27日の火曜日、全5回、午前10時～正午。福祉会館。小学生以上の方20人（先着順）。筆記用具。

募：電話または直接、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。

[image: 手話イラスト]





家族介護教室


　ベッド上の移動や、おむつの選び方などを学びます。

　7月18日（木）午後1時30分～3時15分。市民活動センター。市内在住・在勤で介護をしている方ら20人（先着順）。

募：ひなたぼっこ　電話：0463-33-2511





健康教室　健診で脂質代謝注意といわれたら


　保健センター。市内在住・在勤の方、各40人（先着順）。

①講話編　7月25日（木）午後1時30分～3時。希望者には血管年齢の測定もします。

②食生活実践編　8月2日（金）午前10時～午後1時。エプロン・三角巾・布巾。400円。

募：教室名・必要事項・生年月日を、①は電話で②ははがきで、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。





親子で朝ごはんクッキング教室


　親子一緒に楽しく作って、おいしく食べましょう。

　7月26日（金）・27日（土）・29日（月）・30日（火）・31日（水）、午前10時30分～午後1時。保健センター。4～6歳の就学前の子どもとその保護者、各15組（抽選）。1人100円。

募：希望日・参加者全員の必要事項・年齢を、はがきで7月16日（火）までに〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。


[image: 親子一緒]

力を合わせて料理に挑戦




歯科健康教室　歯（し）って得する健口（けんこう）生活！


　表情を豊かにする健口体操などをします。

　7月26日（金）午後1時30分～3時。保健センター。

募：健康課　電話：0463-55-2111





後期高齢者医療保険料額を7月にお知らせします


　平成25年度の保険料額の通知を7月中旬に送ります。通知書には、年間の保険料額や保険料の納め方など、大切なお知らせを記載しています。

問：保険年金課　電話：0463-21-9768





転倒骨折予防教室


　転倒による骨折を防ぐため、ストレッチや筋力アップなどをしませんか。プールで開催する教室も含めて、年度内に3回まで応募できます。

　7月22日～9月9日の月曜日、全7回。市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方、各20人（先着順）。運動着・タオル・飲み物。

　①午後1時30分～3時。旭南公民館（山下1096-1）②午後1時20分～2時50分。神奈中スイミング（宝町10-4）。

募：①は6月24日（月）午前9時から、東京アスレティッククラブ　電話：03-3380-7044②は午前10時から、神奈中スイミング　電話：0463-23-5261へ。





拡大教科書づくり講習会


　パソコンで拡大教科書の作成・製本方法を学びませんか。

　7月24日～9月18日の水曜日、全8回、午後1時～3時。福祉会館。ノートパソコンを所有し、平塚点訳赤十字奉仕団でボランティアができる方5人（先着順）。1000円。筆記用具。

募：電話または直接、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。





障がい者福祉事業所製品の展示即売会　てんそく


　福祉施設で手作りした、七夕飾りやパン・クッキーなどを販売します（次写真）。

　7月2日（火）・3日（水）、午前9時～午後5時。本庁舎1階市民ホール。

募：障がい福祉課　電話：0463-21-8774


[image: 七夕飾りやパン・クッキーなど]
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地域福祉を支える 民生委員児童委員を募集



　今年は、民生委員児童委員の改選の年です。現在の委員の任期が11月30日で満了します。町内会や自治会を通して、12月以降の候補者選出をお願いしています。民生委員児童委員になって、地域と行政のパイプ役になりませんか。任期は3年。




◆民生委員児童委員とは

　子育ての悩みや介護の相談、単身高齢者の見守りなどのボランティアをしています。現在、市内では約400人が活躍しています。また、住んでいる地域を担当する民生員児童委員を知りたい方は、福祉総務課にお問い合わせください。

募：福祉総務課　電話：0463-21-9848






[image: 子どもの健康7月]



　会場は保健センター。母子健康手帳をお持ちください。詳しくは、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆母親父親教室　妊娠8カ月以降の方とご家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方など　19日（金）午後1時30分～3時15分。祖父母教室も同時開催。

★赤ちゃんのお風呂、妊婦体験　27日（土）午後1時30分～3時30分。




◆乳児の個別健康診査　実施医療機関に直接、お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆歯科健康診査（予約制）　10日（水）午後1時～2時30分。25日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。歯の健康診査やフッ素塗布の体験・相談など。




◆育児相談　3日・10日・17日の水曜日、午前9時30分～10時30分。




◆すくすく子育て教室（予約制）　17日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。赤ちゃんの病気や育児の話、赤ちゃん体操など。ブックスタートも同時開催します。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）　9日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。6日（土）午前10時～11時。1歳3カ月児～1歳6カ月児歯みがきイヤイヤ克服編。




◆離乳食教室（予約制）

★5～6カ月児　24日（水）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　12日（金）午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　19日（金）午前10時30分～11時30分。

★ダイジェスト版　21日（日）午前10時30分～正午。中央公民館。






市の広告事業で企業PRを



　「広報ひらつか」やウェブサイト、庁用自動車などに掲載する広告を募集しています。さまざまな媒体に広告を掲載し、市民にアピールしませんか。募集期間や広告料金などの詳細は、市ウェブをご覧ください。


広報ひらつか　11万4000部を発行し、市内全世帯にポスティングしている広報紙に広告を掲載します。


市ウェブサイトのバナー広告　市ウェブのトップページに、広告主のウェブサイトなどへリンクを貼る広告です。


納税通知書発送封筒　発送数は約18万9000部です。封筒の裏面に広告を掲載します。

各種スポーツ大会プログラム　スポーツ大会のプログラムに広告を掲載します。

図書館雑誌スポンサー　図書館に置く雑誌の提供者となって、雑誌と雑誌のカバーに広告を掲載します。

庁用自動車　車体の側面に、広告を貼り付けます。

市民病院行きシャトルバス　大神地区から市民病院まで走るシャトルバスの内外に広告を掲載します。

問　資産経営課　電話：0463-21-8763






スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


プロ野球セントラルリーグ公式戦


　闘志あふれる熱い試合が、今年も開催されます。球場での臨場感を味わいませんか。

　横浜DeNAベイスターズ-東京ヤクルトスワローズ。7月2日（火）午後6時試合開始。平塚球場。

　前売り券は、総合公園管理事務所や各プレイガイドで販売しています。ネット裏のSS指定席5500円・S指定席4000円、内野のA指定席3500円・B指定席3000円・飲み放題シート5000円・自由席大人2500円・自由席子ども500円、外野の自由席大人1500円・自由席子ども500円、など。子どもは小・中学生。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



[image: 三浦大輔投手]

チームを支える“ハマの番長”三浦大輔投手





ひらつか サン・ライフアリーナの開放日


　7月9日（火）午前9時～午後5時。卓球・バドミントン・ソフトテニス・バレーボール・バウンドテニスなど。用具などはお持ちください。アリーナ半面。

問：馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-25-0011







東海大学とスポーツ交流


　東海大学陸上競技部から、実技指導や講義を受けてみませんか。

　7月28日（日）午前8時～午後0時30分。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。市内在住・在学の中学生。短距離150人・長距離120人・ハードル20人・走り高跳び20人・走り幅跳び30人・投てき20人（先着順）。飲み物・着替え・室内用運動靴など。

募：市内の各中学校や〒254-0074大原1-1平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640にある申込書を、郵送・ファクスまたは直接、同課へ。







イースタン・リーグ公式戦


　平塚球場。チケットは当日券のみ試合開始2時間前から販売。大人1000円、高校生500円、小・中学生300円。市内在住・在学の小学生はドリームパスポートを持参すると無料になります。

横浜DeNAベイスターズ-読売ジャイアンツ　7月4日（木）午後6時試合開始。

横浜DeNAベイスターズ-北海道日本ハムファイターズ　7月10日（水）午後1時試合開始。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233







少年少女水泳大会の参加者


　個人種目と団体種目があります。

　8月11日（日）午前9時30分開会式、午前10時競技開始。総合体育館温水プール。市内在住・在学の小学校3年生～中学生。

募：大原1-1平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060や小・中学校にある申込書を、学校を通して提出するか、7月3日（水）午後5時までに直接、同課へ。






お知らせ掲示板



平塚フィルハーモニー管弦楽団　定期演奏会

　ブラームス「交響曲第1番」やアイブズ「アメリカの主題による変奏曲」などを演奏します。

　6月23日（日）午後2時開演。市民センター。全席自由1000円。未就学児の入場はできません。

問：平塚フィル　電話：080-3095-3763




朗読「糸の会」発表会

　『糸車』などの日本の文学作品や『かわいそうな象』などの平和に関する作品.を朗読します。

　7月12日（金）午後1時30分～3時30分。美術館。

問：朗読「糸の会」の出縄　電話：0463-32-9169





利用方法



　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。団体・講座・教室などの会員や受講者の募集などは対象外です。

　受付は、掲載希望月の2カ月前の1日～月末最終日の午後5時です。なお、月末最終日が休庁日の場合はそれ以降、市役所が最初に開庁する日の午後5時まで。

　掲載対象は市内で活動する個人または団体です。申込者または申込団体の代表者が市内在住に限ります。

募：本庁舎3階の秘書広報課　電話：0463-21-8761　FAX：21-9613　メール：kohohira@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。



[image: ウェブからもダウンロードできます]





[image: まちの話題写真リポート]



南口に憩いの広場

　平塚駅南口広場の完成セレモニーが、5月31日に開かれました。

　園路を整備しベンチが設置された広場には、市民活動団体「平塚花のまちづくりの会」が管理するバラの香りが漂います。同会の活動をはじめ景観重点区域「海へのシンボル軸」での取り組みは、市民活動センターで、6月30日まで紹介されています。


[image: 平塚駅南口広場の完成セレモニー]


[image: 動画を見る]






ポピーを家庭に

　6月1日、馬入・光と風の花づつみで、ポピーの摘み取りイベントが行われました。

　ピンク・オレンジなどに咲くポピーに誘われ、6,500人が訪れました。松風町の小島郁翔（いくと）くん（4歳・次写真）は「花がきれいで全部持って帰りたい」と喜んでいました。

[image: ポピーの摘み取りイベント]






きれいなまちって「いいね！」

　「ごみのないきれいなまちひらつか」を合言葉に、春と秋の年2回、まちぐるみ大清掃を実施しています。

　5月26日の朝、桃浜公園の周辺では大人に交じって清掃活動に励む小学生の姿が数多く見られました。子どもたちは「自分たちの住むまちが、少しでもきれいになればうれしいです」と、額に汗を
にじませながら、熱心に歩道脇の落ち葉を掃き取っていました。黒部丘にある日本たばこ産業平塚工場の職員約30人も、工場周辺をきれいにしようと参加しました。

　今回の大清掃により、市内全域で収集されたごみの量は36.330トンで、ごみ収集車37台分に相当します。

　次回は11月24日（日）に実施します。

[image: まちぐるみ大清掃1]

[image: まちぐるみ大清掃2]






“みずがき”の復活を

　相模川流域下水道右岸処理場にある「四之宮せせらぎの森」が、昨年7月にリニューアルオープン。この6月9日に「水辺の環境学習会」が開かれ、地元の子どもたちが相模川水系のミナミメダカ200匹、ホトケドジョウ15匹、モクズガニ15匹を放流しました。

　指導した勝呂（すぐろ）尚之さんは「私たちは水辺で遊ぶ子どもたちを『みずがき』と呼んでいますが、その減少が生物の絶滅危惧種と同じくらい心配。子どもたちはもっと身近な自然と触れ合ってほしい」と話していました。

　四之宮せせらぎの森は原則月曜日が休み。お問い合わせは県下水道公社四之宮管理センター　電話：0463-55-7417へ。

[image: 水辺の環境学習会]






洋館で音楽会

　ひらつか音楽のおくりものが、5月18日・19日に旧横浜ゴム平塚製造所記念館（愛称は八幡山の洋館）で開かれました。

　18組の出演者が、明治時代に造られた洋館で演奏し、来場者を魅了しました。

[image: ひらつか音楽のおくりもの]






花のある生活を

　市内で生産されたバラや鉢花などを展示・販売するフラワーシティが、5月30日～6月4日に市民プラザで開かれました。

　市内の生産者が丹精込めて育てた花や苗を求めに、2,080人が来場しました。押花を使ってしおりを作る教室も開かれ、人それぞれ思い思いに花に親しんでいました。

[image: フラワーシティ]






市長こらむ


石巻市への職員派遣



　東日本大震災で大きな被害を受けた宮城県石巻市を、5月23日・24日に1年ぶりに訪問しました。石巻市と平塚市は平成9年に、災害時相互応援協定を締結しています。

　震災から2年が過ぎ、沿岸部のがれきの山は、ほぼなくなっていました。しかし、市内を巡ると復旧・復興にほとんど手付かずの地域も見受けられます。「資材や人件費の高騰などで、工事の契約が進まない」など、課題は数多くあるようでした。

　ところで、今回の訪問には平塚市から派遣している職員を激励するという目的がありました。平塚市はこれまで延べ64人の職員を石巻市に派遣しています。中には、派遣が終わってもボランティアとして石巻市を継続的に訪問している職員もいます。

　一方で、派遣を終えた職員からは「仕事を覚えた頃に期間が終了してしまう」「区画整理など住民との信頼関係が重要な業務では、もっと時間がほしかった」などの意見が出されていました。

　これまで派遣期間は4カ月から半年がほとんどでした。そこで、本年度から派遣期間を原則として1年に延長しました。ご家族のことなどを考えると大変なことであると思いますが、現在は4人を1年、1人を半年の期間で派遣しています。

　石巻市では、平塚市の職員がいずれも重要な業務を任され、意気に感じて張り切って働いていました。石巻市の笹野健副市長からは、平塚市の各種団体などからの義援金への感謝の言葉とともに、派遣職員の働きぶりに高い評価をいただきました。

　被災地での経験は、本市の防災対策などできっと役立つと信じています。職員の頑張りを心強く感じています。



[image: 廃棄物処理施設]

廃棄物処理施設の説明を受けました



平塚市長

[image: 落合克宏]






[image: 減災ノススメ]


vol.3　ひらつか防災気象ウェブ



　梅雨には、積乱雲による大雨、落雷、竜巻などの可能性が高まります。

　ひらつか防災気象ウエブ（市ウェブから入れます）では、平塚市に特化した気象情報を提供しています。雨量や水位、雨雲の様子、今後の雨予想などが確認できます。

　日頃から防災気象ウェブを確認し、大雨の前には道路の落ち葉などを清掃して、側溝のつまりを防ぎましょう。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734






6月納期の市税・手数料



①市県民税（第1期）

②国民健康保険税（第1期）

③介護保険料（第1期）

④清掃し尿従量手数料（第3期）

⑤清掃し尿定額手数料（第1期）

⑥清掃ごみ定額手数料（第1期）

　納期最終日　7月1日（月）

問：①納税課　電話：0463-21-8769

②保険年金課　電話：0463-21-8775

③介護保険課　電話：0463-21-8790

④⑤⑥循環型社会推進課　電話：0463-21-8796






がんばれ湘南ベルマーレ



前売り券

　自由席大人2,500円、小・中学生・高校生800円、シニア1,800円など。

　チケットは、梅屋・コンビニなどで販売します。

　市内の小学生は、ドリームパスポートを使うと、無料で観戦できます。

[image: 試合日程表]






広報ひらつかについて


多くの方に読んでいただくために、広報ひらつかは全戸配付しています。次号発行日は7月5日（金）です。


広報ひらつかについてのお問い合わせ


平塚市企画政策部秘書広報課


〒254-8686　平塚市浅間町9-1


電話：0